
 

活動名：第２８回喜多方市長杯 蔵のまちフットサルフェスティバル ６年生大会 

日 程：令和８年２月１４日（土）・１５日（日） 

会 場：喜多方市押切川公園体育館 

参 加：L100クラス  ８名 

帯 同：熊坂コーチ 

サポート：貝和コーチ 

結 果：VS会津サントス   ２：２ 

VSＢＯＡＶＩＳＴＡ  １：１ 

VS五泉ＤＥＶＡ   ０：２ 

※２分１敗で３チ－ムが同勝点となりました。ＢＯＡＶＩＳＴＡが得失点差で 

４位、ア－レと会津サントスが得失点差も同じとなり決戦ＰＫとなりました。 

     ＰＫ結果 ア－レ（９－８）会津サントス 

ＰＫ勝利により予選グル－プ２位・決勝トーナメント進出 

 

準々決勝  VS西会津   ３：１ 

準決勝   ＶS川俣    ０：１ 

３位決定戦 VS安積第三  ４：０ 

最終結果 ３位／１６チーム 

 

報告（熊坂） 

テーマ 

   １対１の攻守においてしっかり対応すること。 

   ボ－ルを保持したら常にゴ－ルを意識し、積極的にシュ－トを狙うこと。またセカ

ンドボ－ルへ反応出来るように準備しておくこと。 

６年生にとっては最後の大きな大会となるので悔いのないように今まで学んできた

こと全てを出し切り勝利を目指して戦うこと。 

   ５年生は６年生以上に全力でプレ－すること。また６年生のプレ－から沢山のこと

を学び吸収すること。 

 

良かったところ 

    初日のリ－グ戦３試合はとにかく厳しい試合でしたがよく耐えてくれました。 

 少しのミスが失点に繋がる緊張感の中で、ボール保持率が低く主導権を握られ、受

け身の時間が長くなってしまった為、体力的にも精神的にも相当きつかったと思い

ます。それでも集中を切らさず、脚を止めずに走り続けた努力の結果が２分１敗で

の決勝ト－ナメント進出に繋がりました。１勝もせずに決勝トーナメント進出は私

も初めての経験でした。 

  

 決戦ＰＫではみんなの思いを背負って蹴った４人にはかなりの重圧だったのではな

いかと思います。そのプレッシャ－の中で決めきってくれた４人のメンタルは大し



たものです。しかも３回も蹴った選手もいました。２回蹴る時でも悩むのに３回と

なると私にも想像がつきません。 

キッカ－全員のキックから決勝トーナメントへ行くんだという強い想いが感じ取る

ことが出来ました。その想いの強さが実を結んで本当に良かったです。 

今年度私が帯同した大会でのＰＫは全て負けていました。正直、かなり不安でした

がこの大事な大会で勝利してくれてホッとしました。 

 

決勝ト－ナメント初戦は前日の疲労具合が１番の心配でした。 

前半はやはり少し体が重そうで動きにキレがありませんでした。それでも前半 0-0

で折り返し、後半は押し込もうとハーフタイムに伝えていたのですが先に失点する

悪い流れとなってしまいました。しかしその流れを一瞬で断ち切ってくれました。 

失点後のキックオフで幸明君がゴールを決めてくれました。このゴールでチ－ムは

息を吹き返し、相手は同点なのに凄く落ち込んでいました。 

気持ち的に優位に立ててからは試合の主導権を握り、追加点をあげて危なげなく勝

利してくれました。 

 

準決勝は選手達の動きはとても良かったのですが、形が出来上がっている強豪の川

俣さんに前半は主導権を握られる苦しい展開となりました。それでも前日のように

しっかり走り、粘り強い守備をしてくれていました。選手達には試合前に前半０－

０で折り返せればチャンスがあるぞと伝えていたのですが・・・前半残り２分で守

備の対応ミスで失点してしまいました。それでも切らすことなく最少失点で前半を

終えてくれました。 

後半は相手のスピ－ドと上手さにも慣れてきて少しずつ押し返せるようになってい

きました。良い守備でボールを奪えた時には狙い通りチャンスが作れていたのです

が、相手の集中力と身体を張った守備に得点を奪うことが出来ませんでした。 

後半は互角以上に渡り合えていたので悔しい敗戦となりました。 

 

３位決定戦は空港フットサルで敗れた安積第三さんとの試合となりました。 

準決勝敗退で気落ちしていないか心配でしたが、笑顔でアップをしている姿から切

替は出来ているように感じ安心しました。選手達には空港フットサルのリベンジを

しようと伝えて試合に送り出しました。 

前半は５年生中心のメンバ－構成で挑みましたが、選手達の前への推進力が凄く、

相手守備陣を翻弄していました。大量４得点を上げてくれました。 

後半は６年生中心のメンバ－構成で挑み、相手もメンバ－変更あり互角の戦いとな

りました。それでも流石は６年生、安定した守備を見せてくれて無得点で抑えてく

れました。 

 

優勝を目標にしていた選手達にとっては悔しい３位だったかも知れません。 

しかし２日間６試合、これだけ強度の高い試合を戦い抜けたことを誇って欲しいと

思いますし、自信にして欲しいと思います。 



それと同時に応援してくる方、支えてくれる方への感謝を忘れないようにして下さ

い。ご家族の支えがあって大好きなサッカ－が出来ています。ご家族の応援があっ

て苦しい試合も乗り切ることが出来ました。 

応援して下さる方々に喜んでもらえるようにこれからも頑張っていきましょう！ 

 

  課題 

   今回は特にありません。 

       

  出来事 

   初日に怪我をして走ることも出来ない中で２日目に参加してくれた夏輝君。 

   試合に出場できなくても普段通り明るく振舞い、アップでは盛り上げてくれて、試

合では大きな声で盛り上げてくれました。 

   またＧＫの友絆君は初日のシュ－ト練習で手を痛めてしまいましたが、それでもＧ

Ｋをやりますと言ってくれて沢山のセーブでチームに貢献してくれました。 

   怪我をしながらもチームの為に出来ることを精一杯やってくれる選手の姿勢がとて

も素晴らしかったです。 

 

   みんなの想いが一つとなり、本当に良いチ－ムになってきてこれからが楽しみだな

ぁと思っていると年度末なんですよね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


